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株式会社 NTT データより 2020 年 6 月 20 日にリリースされている「法人税の達人（令和 02 年度版）」につ

きまして、業種の追加により勘定科目の取込に係わる仕様変更がなされております。 

これに伴い、CASH RADAR PB システムで作成した中間ファイルのインポート時に表示される各取込設定画

面の内容は、平成 31 年度版まで設定いただいている内容を引き継がなくなりました。 

そのため、中間ファイルインポート後は、改めてユーザー独自の科目を電子申告用の決算書の科目に設定

し直す必要がございます。 

今回は中間ファイルの取込から、決算書の作成で調整いただくための手順をご案内いたします。 

 

 

 

 

 

(1)   

 

 

 

CASH RADAR PB システムで達人 

連動から作成した中間ファイルを 

取込します。 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連動させる帳票の選択、業種など 

各項目を選択しインポートを開始 

します。 

対応手順 

[法人税の達人］仕様変更に伴うインポート後の作業について 
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(3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取込の際、ユーザー独自に追加した

科目がある場合は左のメッセージが

表示されますので、科目の位置や紐

付けする科目を調整する必要があり

ます。 

(4)  

 

 

 

 

 

「決算書の作成」を開きます。 

(5)  

 

 

 

 

 

 

 

決算書の設定内容を確認し「確定」

を押下します。 
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(6)  

 

 

 

 

 

 

 

 

データが連動され、各勘定科目に金

額が表示されます。 

一部勘定科目については 

『  ユーザーが独自に追加した科

目』として連動するため、科目位置

の調整など行う必要があります。 

 

※☑することでユーザー独自に追加

した科目のみ絞り込みが可能です。 

 

 

(7)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例として、現金科目について科目位

置を【現金及び預金】の配下に移動

する場合は「F8 科目変更」を行いま

す。 

※ 
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(8)  

 

 

 

 

 

 

【流動資産に属する資産に係る引当

金 その他】と同階層にあった現金科

目を、【流動資産 現金及び預金】 

配下に変更します。 

(9)   

 

 

科目位置が変更されました。 

(10)   

 

 

 

 

連動された各項目を達人側で別の科

目に紐付けする場合は「F11 取込設

定」から法人税の達人で使用する科

目を選択し、「F11 取込実行」を行い

ます。 

 

 初回のみ上記設定を行いますが、次回からは再設定の必要はありません。 

以上  


